
写本 『葡 日辞書』 における 「YJの 使用

岸本 恵実

1.は じめ に

ヴ ァテ ィ カ ン図書 館所 蔵 の 写 本 『葡 日辞 書 』 の 日本 語 表記 は、 日本 イエ ズス 会 式 ロー

マ字綴 りにほ ぼ準 拠 して い る。 しか し例外 と して、 他 の キ リシタ ン資 料 に はあ ま り見 ら

れ な い 「Y」の表 記が 多数 用 い られ て い る。本稿 で は、 規範 か ら逸 脱 した この表 記 につ い

て 、編 者 のポ ル トガ ル語 表記 との 関係 と併 せて 考察 した い。

2.『 葡 日辞書 』 の ロー マ字 綴 り

辞書 本文 の 日本 語 の綴 りは、基 本 的 に 『日葡辞 書 』(1603本 編 ・1604補 遺 刊)な ど に見

られ る、 日本 イエ ズ ス会 式 の ローマ 字綴 りを踏襲 して い る。

〈短 音節 〉 〈長音 節 〉

[ア]a[イli,j,y建[ウ]u[エ]ye,ye[オ]uo,VO[ワ ウ】U6

[ヲウ]U6

[カ]ca[キ]qi,qui[ク]cu,qu[ケ]qe,que[コ]co[ク ウ]c並[カ ウ]cb

【コ ウ]c6

[ガ]ga[ギ]gUi[グ]gU[ゲ]gue[ゴ]90[グ ウ]9並[ガ ウ]gb

[ゴウ 】96

[サ]sa[シ]xi[ス]su[セ]xe[ソ]so【 ス ウ]s貢[サ ウ]sb

[ソウ]s6

[ザ]za[ジ]ji[ズ]ZU[ゼ 】je[ゾ]ZO[ザ ウ]Z6

【ゾ ウ]Z8

[タ]ta[チ]chi[ツ]七gulテ]te[ト]to[ツ ウ]tg並1タ ウ]to

【トウ]t8

[ダ]da【 ヂ]gi[ヅ]zzu[デ]de[ド]do【 ダ ウ]d6

[ドウ】d6

[ナ]na[二]ni[ヌ]nu[ネ]ne[ノ]no[ヌ ウln並[ナ ウ]n6

1ノ ウ]n8

[ハ]fa[ヒ]fi[フ]fu[へ]fe[ホ]fo[フ ウ 】f丘[ハ ウlf6

【ホ ウ]fe
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[バ]ba[ビ]bi[ブ]bu[べ]be[ボ]bo[バ ウ]b6

[ボ ウ]ba

[パ]pa[ピ]pi[プ]pu[ぺ]pe[ポ]PO[プ ウ]P並[パ ウ]P6

【ポ ウ]pe

[マ]皿a[ミ]皿i[ム]皿u[メ]皿e[モ]皿o[ム ウ]m並[マ ウ]皿6

【モ ウ]皿6

[ヤ]ya,ya[ユ]yu,yu[ヨ 】yo,yO[ユ ウ]y並,鎖[ヤ ウ]y6,夕6

[ヨ ウ]y8,y8

[ラ]ra[リ]ri[ル]ru[レ]re[口]ro[ル ウ]r並[ラ ウ]rb

[ロ ウ]r8

[ワ]ua

〈 拗 音 短 音 節 〉 〈 拗 音 長 音 節 〉

[キ ャ]qia[キ ョ]qio[キ ュ ウ]qi並[キ ャ ウ]qi6

[キ ョ ウ]qe6

【ギ ョ]gU10【 ギ ュ ウ]gu沁[ギ ャ ウ]gui6

[シ ャ]xa[シ ュ1xu[シ ョ]xo[シ ュ ウ]x並[シ ャ ウ]x6

[シ ョ ウ]x8

[ジ ャ]ja[ジ ュ]ju[ジ ョ]jo【 ジ ュ ウ]j並[ジ ャ ウ]」6

[チ ャ]cha[チ ョ]cho[チ ュ ウ]chi[チ ャ ウ]chi

[チ ョ ウ]ch8

[ヂ ャ]gia[ヂ ョ]gio[ヂ ュ ウ]gib[ヂ ャ ウ]gib

[ヂ ョ ウ]gib

【ニ ュ ウ]nh並 エニ ャ ウ】nhb

[ヒ ャ]fia【 ヒ ャ ウ]fib

[ビ ュ ウ]big[ビ ャ ウ]bib

[ピ ヤ]pia

[ミ ャ]皿ia[ミ ャ ウ]mid
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[リ ョ]rio[リ ュ ウ]rid[リ ャ ウ]rid

【リョ ウ]ria

[ク ワ]qua[ク ワウ]qua

[グ ワ]gua

[ン]n,爾(鼻 音符),皿

[ヅ](入 声 語 尾)t

(促音)-cc-,-cq-,-PP-,-ss-,-tt―,―xx一

しか し、 『葡 日辞 書 』 には 規 範 とは 異 な る表 記 もあ る。 用 例数 が 多 い もの と しては 、

ジヂ ズ ヅ の 四つ 仮 名 の う ち、 「ZZU」とあ るべ き と ころ を 「ZU」 と書 い た例 だ けが極 端 に

多い こ と、 オ段 長音 の 開合 符 号 の誤 りと省 略、 な どが あ る が、 今 回 は他 の キ リシタ ン資

料 の 日本語 表記 に用 い られ る こ との ご く稀 な、 『葡 日辞 書 』 の最 も特 徴 的 な 表 記 であ る

「Y」を採 り上 げて、 そ の使 用状 況 を見 て い きた い と思 う。

3.「Y」 の表 記

3.1.他 資料 の 「Y」表 記

「yJが 『葡 日辞 書』の 中で どの よう に用 い られ 、何 を意 味 して い る のか を考 え る前 に、

同 時代 の資 料 にお け る使用 例 を見 て お く。

「y」とい う表 記 自体 は、16-17世 紀 の 他 の欧語 資料 に も見 られ る 。 まず刊 本 で は、17

世紀 に入 って か らの キ リシ タ ン版 に、 イ タ リ ック体 の 連続 活字 「Y」が用 い られ て い る。

これ は ラテ ン語 の 「i」(長音)や 、 日本 語 な どの 「ij」の 二字 を表 して い る。

Ordinary&Parochi,(『 サ カ ラ メ ンタ提 要』(1605刊)f.151;ラ テ ン語)

Moto〃砺醒の立 如嵐(『 日本 小文 典』(1620刊)f.34;日 本語)

ま た写本 では 、 同時 代 の 資料 で あ る ロー マ ・イ エ ズス 会 文書 館 所蔵 のイ エ ズ ス会 士 自

筆書 簡(上 智 大 学 キ リシ タ ン文 庫所 蔵 写 真)を 見 た と こ ろ、 管 見 の範 囲で は ラテ ン語 書

簡 で は い くっ か の例 が 見 られ た ものの 、 ポル トガル 語 で は ご く少 な く、使 う人物 も限 ら

れ て い た。 これ らは 「ji」「i」の 音 を表 す の に用 い られ て い る。

Igf鐘nsa←lgrejica)(Jap.Sin.15.f.109vア フオ ンソ ・デ ・ル セナ;ポ ル トガル語)

Fimeヱ(=Fimeji,姫 路)(Jap.Sin.17.f.289ジ ョバ ンニ ・バ ッテ ィス タ ・ポ ロ;本 文 ポル ト

ガル 語)

yrmao←irmao)(Jap.Sin。5.f.177ダ ミア ン;本 文 日本語)

con銚ssa壇(=confessari,但 しiは 長 音)(Jap.Sin.34.f.199vペ ドロ ・カス イ;ラ テ ン語)

Junk(=Juni,但 しiは 長音)(Jap.Sin.37.f.16バ ル タザ ル ・ トレス;ラ テ ン語)
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また 「"」を使 っ た もの と しては 、他 に 「f」「e」「勾 「6」が 見 られ た 。

quequersa1r(Jap.Sin.38.f.44vフ ラ ンシ ス コ ・パ チ ェ コ;ポ ル トガル語)

coemimus(Jap.Sin.34.£199vペ ドロ ・カス イ;ラ テ ン語)

spandade(Jap.Sin,38.f.47フ ラ ン シス コ ・パ チ ェ コ;ポ ル トガル語)

prowl(Jap.Sin.161.£237vア フ ォ ンソ ・デ ・ル セナ;ポ ル トガル 語)

「"」は現 代 ポル トガ ル語 で もtrema(分 音 符)と して 用 い られ て い る符 号 で あ る。現

代 語 で は、 例 え ばfregiientar(frekw8kar】の よ うに、 前 の強 母 音 と二 重母 音 を構 成 せ ず、 母

音 接続 とな るi,uに 付 け られ る。16-17世 紀 はポ ル トガ ル語 正書 法 の確 立 して い ない 時代

で あ っ たが、 上 の書 簡 の例 か ら 「"」は母 音 に付 け るもの とい う意 識 は 当時 か ら存 在 した

こ とがわ か る。「列 もこれ ら と起 源 を同 じ くす る表 記 と考 え られ る が、 これ以 上 は ポル

トガル 語史 の 問題 に広 が る ため、 本稿 では 『葡 日辞 書 』 の 「Y」の み に絞 って論 ずる こ と

とす る。

なお 、写 本 類 には 「Y」(y字 の上 に点 一 つ)と い う表 記 もあ る。 これ は イエ ズ ス会 士

の 書簡 に も多数 見 られ 、 「y」と区別 な く用 い られ てい る よ うで あ る。

meyo(Jap.Sin.7111f.74vガ スパ ル ・ビレ ラ;ポ ル トガル 語)

muytascousas(Jap.Sin.181£7vジ ョア ン ・ロ ドリゲス ・ツヅ;ポ ル トガ ル語)

「郵 は、 イエ ズス会 士 マ ヌエ ル ・バ レ ト自筆 であ るバ レ ト写 本で は 日本 語 の表 記 に も用

い られて お り、 これ に つい て は後 述 す る。

以上 よ り、

(A)16-17世 紀 当時 、 「Y」は 刊本 ・写本 に用 い られ てい た も ので あ り、 『葡 日辞 書 』独

特 の表 記 では な か った。

(B)写 本 で は他 に類 似 表 記 と して 、母 音 に 「'」を付 した もの や、 「Y」とい う表 記 が見

られ る。

の 二点 がわ か っ た。次 に、 本 資料 で の用 法 を見 て い くこ とに しよ う。

3.2.『 葡 日辞書 』 の 「シ」 表記

3.2.1.日 本 語 にお け る 「YJの 用法

『葡 日辞 書 』の 日本語 表 記 中、「y」は206例 あ る。(但 し、ポ ル トガ ル語例 文 中のmiyaco

1例 、yedo2例 を含 む 。)そ の用 法 は さ ま ざ まに分 か れ てお り、 分類 す る と以下 の よ う

に なる。

ヤ行 音

ヤya

limaralguacouza.<も のをヤ ス リで擦 る>monouo拠suridesunl.(物 ヲ鋪 デ擦 ル)

(35v-a10)

ユ 聾

Terpaciencia.<耐 え る>Canninsuru.(堪 忍 スル)◎ora迦m.(堪 ユ ル)(60r-b15)
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ヨyo

nadar.<泳 ぐ>uo辺gu.(泳 グ)(Slr-a2)

エye

Pintura.〈 絵 〉 匹.(絵)(73v-a16)

連 母 音

ア イay(1例 の み)

Peixecrb.<生 の 魚>n㎜ 璽uo.(生 魚)(67v-a7)

イ イiy

mandar.<派 遣 す る>Tgucauasu.(遣 ワ ス)蚊tgucuru.(言 イ 付 ク ル)(391-a14)

ウ イ 呼

laya.<種 類>Ruh,(類)Tagus,(類)(34r-a16)

単 母 音 イY(1例 の み)

Estado.Estada.〈 居 る こ と 〉 ヱ.(居)(21r-a18)

イ ヤya(1例 の み)

Desdanho.as.ar.<侮 辱 す る>yaximuru.(卑 シ ム ル)sagueximuru.(蔑 シ ム ル)(7v-b7)

3.1.で 見 た 他 資 料 の 「Y」 と 比 較 す る と、(a)～(c)の よ う で あ る 。

(a)「Y】rmao」 の よ う に イ の 音 を表 す 用 法 は 共 通 し て い る 。

(b)「Motomumajy」 「Fiore」 の よ う に 「如 「ji」に 置 き換 え ら れ る 例 は 『葡 日辞 書 』 に

は 見 ら れ な い 。

(c)ヤ 行 音 ・エ ・連 母 音 を 表 す 用 法 は 、 『葡 日辞 書 』 に 独 特 の も の で あ る 。

し た が っ て 『葡 日辞 書 』 の 「シ」 の 用 法 は 、 他 資 料 とは か な り異 な る独 自性 の 高 い も の で

あ る と い え よ う 。

『葡 日辞 書 』 の 「y」 の 用 法 別 用 例 数 は 、<表3>の よ う に な る 。 語 頭 と そ れ 以 外 の 区

別 は ほ とん どみ られ な い 。
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<表3>

用 法 数(語 頭)

ヤ 行 音 ヤya77(41)

ユYu28(13)

ヨyo40(27)

エye37(6)

連 母 音 ア イaq1(0)

イ イiy22(15)

ウ イ(グ イ 以 外)uy2(1)

グ イg呼6(0)

単 母 音 イY1(1)

イ ヤya1(1)

ヤ 行 音 に 対 し て 共 に 用 い ら れ て い る ㌧ 」 と 「y」 に は 、 何 か 用 法 に 違 い が あ る の だ ろ

う か 。 『葡 日辞 書 』 で の 「y」 は 、 次 の よ う に用 い られ て い る 。

ヤ 行 音 ヤya・ ユyu・ ヨyo(用 例 は 多 数 の た め 省 略)

エye(用 例 は 多 数 の た め 省 略)

連 母 音

イ イiy

Desculpo.as.ar.<弁 解 す る>togauo並farasu.(科 ヲ 言 イ 晴 ラ ス)(7v・b2)

ウ ィuy(1例 の み)

ligumes.<豆 類>Azugi,mamenadonotag翌.(小 豆 、 豆 ナ ドノ類)(35v-a1)

単 母 音 イyi

E皿torio,as,ar.<ね じ る>yigamuru.(歪 ム ル)Cagamuru.(屈 ム ル)(17r-b8)

イ ヤyia

Patife.<卑 劣 な 者>yiaxijmono.(卑 シ イ者)(65r-a1)

『葡 日辞 書 』 で の 「y」 と 「y」 の 用 例 数 を 、 先 の く 表3>と 合 わ せ て 示 す と以 下 の よ

う に な る 。
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<表4>

用 法yの 用 例数(語 頭)yの 用例 数(語 頭)

ヤ 行音 ヤya/ya155(92)77(41)

ユyu!yu98(58)28(13)

ヨyo!yo180(140)40(27)

エye!ye110(26)37(6)

連 母音 ア イ ―/ay1(0)

イ イiy/iy13(12)22(15)

ウイ(グ イ以 外)一/uy2(1)

グイguy!g呼1(0)6(0)

単母 音 イyi/y3(3)1(1)

イヤyia/ya4(4)1(1)

「y」と 「Y」には 、次 の よ うな 違 いが あ る。

(1)「y」 は連 母音 ア イ を表 すの に用 い られ るが、 「y」は用 い られ ない 。

(2)「y」 は グイ以 外 の連 母音 ウイ を表 すの に用 い られ るが、 「y」は 用 い られ ない 。

(3)単 独の 母音 イ の綴 り方 の違 い(「yi」1「Y」)。

(4)イ ヤ を表 す綴 り方 の違 い(「yia」 ノ「ya」)。

の四 つで あ る。(1)～(4)か ら、 「y」は、 「i」と組 み合 わせ て連 母 音 イイ ・単独 の イ

を、 「ia」とで イ ヤ を、 「gu」 とで グ イ を、 とい う よ う に、他 の文 字 と組み 合 わ せ た 時 に

しか 母音 イ を表 せ な い の に対 して 、 「Y」は単 独 で イ を表 せ る こ とが わか る 。 す なわ ち、

ry」 は 「y」よ りも母 音 イ に近 い とい う意 識が 編者 にあ っ たの であ る。

なお この他 、 「シ」 で表 され る音 の うち、 「y」だ けで な く 「i」「j」を用 いて も表 され る

音 が あ る。 「i」「j」「y」「y」の 四 字 の使 い分 け は 、<表5>の よ う で あ った 。 これ に よ

る と、 「j」は連 母音 イ イ 「ij」以外 に用 い ない 、 「i」はヤ 行 音や エ に用 い な い、 な ど、編

者 には 「i」「j」「y」「y」を使 い分 け る意 識が あ る程 度 あ った と考 え られ る。
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<表5>

1Jyy

ヤ 行 音(ヤ ・ユ ・ヨ)× × ○ ○

エ × × ○ ○

連 母 音 ア イ ○ × × ム

イ イ ○ ○ ○ ○

グ イ 以 外 の ウ イ ○ × × ム

グ イ ○ × △ ○

エ イ ・オ イ ○ × × ×

単 母 音 イ ○*1× △*2ム

イ 段 音(キ ・シ ・チ …)○ × × ×

「○ 」 一 用 例 あ り、 「×」 一 用 例 な し、 「△ 」 一 用 例 は あ る が ご く少 数

*1yi1例 も 含 む 。*2yi1例 の み 。

しか し 「y」 と 「y」 に 関 して は 、 使 い 分 け の あ る(1)～(4)は 用 例 が 少 な く、 そ

れ 以 外 の 違 い は ほ と ん ど な い 。 さ ら に 注 目 さ れ る の は 、 同 じ語 に 対 して 「Y」 と 「y」 の

両 方 が 用 い ら れ て い る 例 が 多 数 あ る こ とで あ る 。 しか も こ の う ち 、 両 形 が ご く近 い 箇 所

に 用 い られ て い る場 合 も多 い 。

「uoya」1「uoシa」

opai,ouofilho.<親 か 、 子 か>uoyaca,coca.(親 力 子 力)(59r-bll)

Pazecesecomopai.<親 に 似 て い る>uoyanivita.(親 二 似 タ)(62r-b11)

「iytgu(le」1「i郵guqe」

mandado.<命 令>iue.(言 付 ケ)guioi,(御 意)1

mandadodoSenhor.〈 主 人 の 命 令 〉 舶no魅.(主 ノ 言 付 ケ)(39r-b15,16)

用 例 とそ の 数 を 分 類 す る と く 表6>の よ う に な る 。

(g)



<表6>

ヤ(y>y)山(13>7)、 病(12>4)、 遣 る(7>6)、 早(8>2)、 親(7>2)、

石 火 矢(3>1)、 茶 屋(3>1)、 速 い(3>1)、 和 ら ぐ る(3>1)、

過 ち(2>1)、 誤 る(2>1)、 鋪(2>1)、 痩 す る(2>1)、 止 む(2>1)

(y=Y)い や(4=4)、 没 薬(1=1)、 や が て(1=1)

(y<Y)約 束(3<5)、 役(3<4)、 柔 らか い(3<4)、 焼 く(1<5)、 弓 矢(1<3)

ユ(y>Y)言 ふ(22>9)、 変 ゆ る(4>2)、 許 す(5>1)、 押 さ ゆ る(3>1)、 露(2>1)、

故(2>1)、

(y=y)弓(2=2)、 生 ゆ る(i=1)、 調 ゆ る(i=1)、

ヨ(y>の 良 い(40>7)、 よ り(助 詞)(17>6)、 様(12>3)、 酔 ふ(10>2)、

強 い(7>3)、 夜(9>1)、 泳 ぐ(3>2)、 喜 ぶ(3>1)、 清 む る(2>i)

(y=Y)横 目(1=1)、 迷 ふ(1=1)

<'四2<7、 依 つ て1<2

エ(y>s')へ(助 詞)(13>7)、 家(8>5)、 前(8>5)、 江 戸(7>2)、 枝(6>3)、

覚 え(6>3)、 上(5>3)、 絵(5>1)、 末(3>1)

(y=Y)見 え る(2=2)、 無 塩(1=1)

イ イ(y=の 言 ひ(+付 く る ・過 ご す ・掛 く る ・晴 らす ・開 く ・直 す ・

渡 す ・様 、 物 言 ひ)15=15

ウ イ(y<Y)類(1<6、 他 にtagui1例 あ り)

イ ヤ(y>y)卑 し(一 い 、 一む る)(5>1、 他 にiyaxime1例 あ り)

*動 詞 の 名 詞 形 は 動 詞 に 含 め た 。

全 体 と して 「y」 よ り も 「y」 を 多 く用 い る 傾 向 が あ る 以 外 、 編 者 は か な り恣 意 的 に 「"」

を 付 して い る よ うで あ る 。 上 の よ う に 同 一 語 で の 用 例 が 多 数 あ る こ と か らす る と、 編 者

に は 「y」 と 「y」 に つ い て 母 音 イ に 近 い か ど う か と い う 意 識 の 差 は あ っ た も の の 、 明 確

に使 い 分 け る ほ ど で は な か っ た こ とが わ か る 。

3.2.2.ポ ル トガ ル 語 に お け る 用 法

『葡 日辞 書 』 で は 、 日本 語 だ け で な くポ ル トガ ル 語 で も 「Y」 が 用 い られ て い る 。 ポ ル

トガ ル 語 中 の 「Y」 は37例 あ る 。

Praia.<浜;現 代 語Praia>fama.(浜)(78v-a18)

laca立o.<従 者;現 代 語lacaio>Caclunomono.(徒 ノ 者)(32r-a10)

上 の よ う に 、 現 代 ポ ル トガ ル 語 でia,ioと 綴 る 語 のiの 位 置 に 「y」 が 用 い られ て い る例

が 多 い 。 こ の 他 、 以 下 の よ う な 例 も あ る 。

m鍍ado.<半 分 の;現 代 語meado>(44v-a11)

σsanguesafequieto.Correquieto.<血 が 静 か に 出 る、 流 れ る;現 代 語sai>(87r-al)

(9)



用 例 数 を ま と め る と、<表7>の 通 りで あ っ た 。

<表7>

現 代 語 用 例 数 用 例

io251acaシo,coπeyo,meシo,papaga夕o,gaシola,ueyo,gayo,rayo

ia71ava,mega,prays,bo夕a6

(a)2mejudo

i(e)3sage

計37

「Y」 は 現 代 語 に お い て 「i」で 表 さ れ る 語 が37例 中32例 で あ り、 現 代 語 との 違 い は

考 慮 せ ね ば な ら な い が 、 『葡 日 辞 書 』 の 編 者 は 、 日 本 語 だ け で な くポ ル トガ ル 語 に お い

て も 母 音 「i」 に 近 い 音 で あ る と の 意 識 を 持 っ て い た 可 能 性 が 高 い 。 しか し く 表7>の 語

の う ち 、3,2.1.の 日本 語 の 場 合 と 同 じ よ う に 、 同 一 語 内 で 「y」 と 「Y」 の 二 通 り

の 綴 りで 書 か れ て い る 語 が7語 あ る 。 こ れ らは 並 記 さ れ て い る 場 合 も 多 い 。 し た が っ て

ポ ル トガ ル 語 に お い て も 、 「y」 とry」 に は っ き り し た 使 い 分 け の 意 識 は な い と い っ て

よ い だ ろ う 。

Meyo.<半 分>fanbun.(半 分)1

meyodia.<半 日>finaca.(日 中)!

meyocafe.<半 カ テ>fangu!.(半 斤)1

me如reino.<国 の 半 分>fangocu.(半 国)(44r-b4～7)

「y」 と 「Y」 の 両 方 が 用 い られ て い る7語 の 用 例 は 全 て 、<表8>の 如 く 「y」 が 「Y」

の 同 数 又 は そ れ 以 上 に な っ て い る 。 ま た 、 『葡 日辞 書 』 の ポ ル トガ ル 語 全 体 に お け る 「y」

と 「幻 の 使 用 数 を見 て も 、 「y」55、 「YJ37と な っ て お り、 「y」 の 方 が 多 い 。

<表8>

現 代 語y夕

boiaoboyao1=boyaol

laia(s)laya(s)3>laval

meiameya4>mega3

meiomeyo15>meyo13

papagaiopapagayo1=papaga夕oi

praiapraya2=praya2

veioueyo5=ueyo5

上 の よ う な 同 一 語 内 の 「y≧Y」 と い う 傾 向 は 、<表6>で 見 た 日本 語 の 場 合 で も ほ

ぼ 同 じで あ っ た 。

(to)



例 外 的 に 「y<y」 とな って い る のは、 「柔 らか い 」「役 」 「約 束」 「焼 く」 「弓矢 」「四」

「依 つ て 」「類 」 の8語 であ る。 これ らの うち 「類 」 につ い ては 、ry」 の方 が 「y」よ

りもイに近 い とい う意 識 が あ った た め と考 え られ る。 あ との 「柔 らか い」「役 」「約束 」

「焼 く」 「四 」 「依 つ て」 は全 て 「y」「YJが 語 頭 に くる語 で あ り、 「弓 矢」 の ヤ も 「弓」

と 「矢 」 の複 合 語 と考 え れば 語 頭 と考 え られ る。 『葡 日辞 書 』 の ポル トガル 語 で は 「y」

及 び 「Y」を語頭 に用 い た例 は な いの で、 「y」よ りもry」 を 多 く用 い てい る語 に関 して

は、 日本 語 のみ の特例 と見 な して よい。

つ ま り、 ポル トガル語 で も 日本 語で も、「y」と 「YJと は ほ ぼ区 別 な く用 い られ、「Y」

よ りも 「y」の方 が多 く用 い られ る傾 向が あ る こ とが確 か め られ る。別 の視点 か ら見れ ば、

編 者 の ポル トガ ル語 の綴 り癖 が 、 日本 語 を綴 る場 合 に も同 じよ うに現 れ て い る とい う こ

とで あ る。

ここで 、3.1.で 言及 した 「Y」にっ いて 、再 びふ れ て お きた い。 バ レ ト写 本 の 日本

語 表 記 に用 い られて い るry」 は、 例 え ば 「増(シ)」 の よ うにイ 以外 の イ段 音 を表 すの

に用 い られて い る点 が 『葡 日辞 書』 の 「Y」と異 な るが、 ヤ行 音 ・母 音 イ を表 すな ど共 通

点 が 多 い。 豊 島(1982)は 、 計 算機 に よ るデ ータ処 理 の 結果 、 この 「Y」は何 か 特 別 な音 を

表 してい る ので は な く、通 常 の 欧語 の表 記 に おい ての 「y」「ぬ 「i」の使 い分 け が 、 日本

語 表記 に も反 映 して い るの で は ない か と推 察 して い る。 この 、書 写 者 の欧 語 を綴 る時 の

傾 向 が 日本 語 の 表記 に も反 映 した とい う考 え方 は、 『葡 日辞 書 』 にお ける 「y」と 「y」

にも 同 じよ うに 当ては まる ので は ない だ ろ うか 。

4.ま とめ

ヴ ァテ ィ カ ン図書館 蔵 『葡 日辞 書 』 に見 られ る 「y」の表 記 は、16-17世 紀 の刊 本 ・写

本 資料 にも見 られ るが 、 そ の 日本 語表 記 の 用法 は この辞 書 に独 特 の もので あ り、 さま ざ

ま な音 を表 すの に用 い られ て い る。

『葡 日辞 書』 の 日本 語 表記 にお いて 「シ」 の 果 た す機 能 は 、 「y」と重 な る部 分 が大 き

い。 「ぬ と 「y」の違 いは 、 「シ」 は 単独 で 母音 イ を 表せ るの に対 して、 「y」は他 の文 字

と組 み合 わ せ た 時 に しか イ を表 す の に用 い られ て い ない とい う点 で あ り、 したが って編

者 には 「Y」の 方 が 「y」よ りも母 音 イ に 近 い とい う認 識 が あ った と考 え られ る。 『葡 日

辞 書 』 でイ 音 を表 す文 字 は 「i」「j」「y」「Y」の四 つ があ り、 編 者 は こ の四つ を使 い分 け

る意識 が あ る程度 あ っ た ようで あ る。

しか し、 日本 語 で も ポル トガル 語 で も、 「y」と 「如 の 表記 が 同 一語 を表 す の に用 い

られ て お り、 ま た どち らの場合 も 「y」が 「シ」 よ りも多 く使 わ れ る傾 向が あ る。 すな わ

ち、 「y」と 「シ」 は音 の 違 い を表 して い る とい うよ り、 編 者 の ポル トガル 語 を綴 る時 の

書 き癖 が、 日本 語 の綴 りに も反 映 して い る と考 え るべ き であ る。 これ は、 バ レ ト写 本 に
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お け る 「y」 と 「郵 の 関 係 と も類 似 して い る。

『葡 日 辞 書 』 で は 、 「列 の 例 か ら、 ポ ル トガ ル 語 正 書 法 が 確 立 し て い な い 時 代 に あ っ

て 、 編 者 の ポ ル トガ ル 語 表 記 の 傾 向 が 日本 語 の 表 記 に 対 し て も 影 響 力 を持 っ て い た こ と

が 明 らか に な っ た 。 キ リ シ タ ン資 料 の う ち で も 、 刊 本 に 比 べ て 個 人 的 な 傾 向 を 反 映 しや

す い 写 本 資 料 で は 、 そ の ロ ー マ 字 で 表 記 さ れ た 日 本 語 に つ い て 考 え る 時 、 日 本 語 の 音 韻

の 問 題 と し て と ら え る だ け で な く、 書 写 者 の ポ ル トガ ル 語 表 記 の 反 映 を も 考 慮 せ ね ば な

ら な い の で あ る 。

〈注〉

(1)『 葡日辞書』からの引用は、高田時雄氏所有のマイクロフィルムを元にさせていただいた。以下の引用におい

て、(2r-a2)はf.2の 表 ・左側2行 目か らの引用を表す。vは 裏、bは 右側を表す。また〈 〉内に見出しのポル トガ

ル語訳 を、()内 に漠字 ・カタカナによる日本語の翻字を補った。下線は筆者が適宜付したものである。

(2)拙 稿(1998)参照。

(3)富 永(1978:69-77)参照。

(4)「 生魚」は 「生」と 「魚」の複合語であ り、アとイのっなが りは例えば 「相手」や 「貝」ほどは強 くないので、

単独のイの例 に入れるぺきかもしれないが、形 として連母音となっているためここに入れた。

(5)注(4)で 述べた通 り、「生魚」は ユ例 しかない連母音アイの例として適当でないか もしれないことを注記 し

てお く。

(6)「yedo」 の綴 りは、巻末の書簡(91v)にも1例 見られる。
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